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「長期総合計画」って、どんな計画？

長期総合計画とは

　長期総合計画は、これからの１０年間で、角田市でどのようなまちづくりをするの
か、そのためには何が必要なのかをまとめたもので、角田市のまちづくり
に関係する最上位の計画です。
　長期総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層構造になっています。

計画期間 令和４（2022）年度から令和13（2031）年度までの10年間

市政の基本的な理念であり、市の目指す都市像及び将来の基本目標を示すものです。　基本構想

前期計画期間 令和４年度から令和８（2026）年度までの５年間

後期計画期間 令和９（2027）年度から令和13年度までの５年間

基本構想における都市像及び基本目標を踏まえた施策の基本的方向及び体系を示す計画です。基本計画

基本計画を実現するための取組み内容を具体的に示す計画です。
計画期間を３年間とし、行政評価の結果をもとに、財政計画の見直しと整合性を図りつつ、
毎年度取組み内容の見直し（ローリング）を行います。　
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

基本構想

基本計画

実施計画

10　年　間

5年間 5年間

毎年度見直し3年間 3年間

と　し  ぞう

ぎょうせいひょう  か

1



「まちづくりの課題」って何？

まちづくりの課題

　長期総合計画を策定するために、市民アンケートやワークショップなどを行い、市民の
ニーズや角田市を取り巻く現状を整理しました。その上で、これからのまちづくりに
求められる主な課題を７つ挙げました。

今後のまちづくりにおける今後のまちづくりにおける ７つの主な課題
市民が主役の地域資源を活用したまちづくり 人材育成
約４０年後には角田市の人口は半減すると予想されています。人口が減る中でも、暮らしやすいまちをつくるためには、市
民と行政が協力して地域の課題を解決していくことが重要です。そのためには、地域で活躍する人材の育成が不可欠です。

1

安全・安心なまちづくりと気候変動への対応 災害・感染症対策
東日本大震災や令和元年東日本台風の被災経験は記憶に新しいところ。過去の教訓を活かして安全・安心なまちづく
りを進めていくことが必要です。

2

持続可能な地域医療体制の構築 医療体制の充実
人口減少や少子高齢化の影響によって、角田市や仙南地域の医療体制が縮小する傾向にあります。安心して健康で暮ら
せるまちをつくるためには、持続可能な医療体制が必要です。

3

子育てしやすいまちを目指して 子育て支援
人口の減少を少しでも食い止めるためには、家庭・地域・学校・行政などが連携して、子育てしやすいまちを目指すこと
が必要です。

4

公共交通システムの存続と利便性向上 公共交通の維持
角田市は、他の市町村と比べても道路事情や公共交通システムにおいて、利便性が高いとは言えない状況です。阿武隈
急行線の存続やデマンド型タクシーなどの利便性を高めることが重要です。

5

魅力的な産業の振興と地域経済の活性化 産業振興
活力に満ちたまちづくりを実現するためには、働く場所が充実していることや、地域の産業が発展し続けることのほか、
地域資源を活かして地域経済を活性化することが重要です。

6

市民生活の基盤となる安定した行財政経営の推進
き  ばん

行財政基盤の安定
角田市では、これまで市民センター（田園ホール）、学校給食センター、道の駅などの施設整備が続いたため、固定費の
増大により財政を圧迫しています。市民ニーズや経済的な効果や効率面を考慮し、優先順位をつけた上で、持続可能な
行財政経営が必要です。

7

かつやく

ひ さい けいけん

こ  てい  ひ

こうりょあっぱく

きょうくん

えいきょう

き  おく
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「まちづくりの課題」を解決するには、
どのような取組みが必要？

　市民の暮らしの基盤である「まち」をより良いものにするための活動
が、「まちづくり」であり、その主役は「市民」です。
　行政だけでは解決できない課題も多く、住民やボランティア、事業者、地域団体、教育機
関など、みなさんの力を連携させ、角田市をより良いまちにしていくことが必要です。
　これからの10年間で、全ての課題を解決することは、財政的・時間的に困難です。10年
間で優先させるべき課題に対し、集中して取り組むことが必要となるため、今後、重点的
に進める取組みの方向性を示す「まちづくりの基本理念」を定めました。

　角田市第６次長期総合計画の計画期間である１０年の間に、優先的に進める取組みの方向性と
して、「市民力」「地域共生」「地域資源フル活用」の３点を掲げました。

課題克服に向けて 総合計画のポイント

〈まちづくりの基本理念〉

市民力
将来を見据え人を育み、
活かすまちづくり

み　す

地域共生
ともに生き、

活かし合うまちづくり

地域資源フル活用
地域資源を活かす
まちづくり

き  ばん
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課題の解決のために、まちづくりの
基本理念を決めて、取り組んでいくんだね！

じゃあ、10年後の角田市は
どんなまちになっているのかな？

　角田市第６次長期総合計画では、今後の人口減少を踏まえた取組みとして、「市民力」を
メインテーマとしています。「市民力」とは、「地域の課題を自分から進んで考え
取り組む市民の行動力」です。
　「市民力」が高まることで、行政だけでは困難な課題の解決も可能になり、市民と行政が
角田市を高め合える環境をつくり上げることは、人口が減少していく角田市にとって何より
も大切なものだと考えます。
　そこで、10年後の角田市の都市像を次のとおり設定します。

　市民力には、若い世代のフレッシュな市民力、円熟味のある力強い市民力、大きくまとまり
推進力あふれる市民力、個人や少人数による個性豊かな市民力など、多様性があります。
　多くの市民の活躍により、まちづくりが展開されているイメージを「咲き誇る。」という言葉
に込めています。また、このことにより、すべての市民が角田市に住んでよかったと思えるまち
にしたいという思いを副題に表しています。
　「市民の皆様に、主体的にまちづくりに参画していただき、将来の角田市
をみんなで創り上げたい。」そういう願いをこの都市像に込めています。

と　  し   ぞう

かつやく
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「都市像」の実現に向けて、
具体的にはどんな取組みをするの？

と　　し　 ぞう

具体的な取組み

　今後１０年にわたり、重点的・優先的に進める取組みを「重点プロジェクト」として、
３つ設定しました。「重点プロジェクト」は、「まちづくりの基本理念」の具体的な取組み
内容を示したものです。

　人口が減少し、規模が縮小していく中でも、本市における市民の暮らしや営みが、いきいきと誇ら
しいものであるためには、市民の工夫に満ちた向上心あふれる営みが重要になります。市民がもつ潜
在能力を最大限に活かし、その市民力を発揮できる場が数多く存在することで、まちが活力にあふ
れ、市民はもちろん、本市を訪れる人々 にとっても、角田市が魅力的なまちになるよう、人材育成や活
躍できる環境の整備を重視し、取り組んでいきます。

市民力 将来を見据え人を育み、活かすまちづくり
み　  す

１

❶ 自ら進んで活動する市民の育成・支援
❷ 地域の担い手不足対策・地域の担い手の多様化
❸ 女性の活躍推進
❹ 将来を担う若い世代の育成

施策の方向性

具体的な施策

重点プロジェクト

ざいのうりょく はっ  き

みりょくてき かつ

やく

せん
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　今後、人口が減少していく中で、老年人口が増加し、令和22（2040）年には生産年齢人口を上回
ることが予想されており、高齢者だけでなく、若年層や働く世代など全ての世代において、人口減少
による影響が懸念されるため、広い意味での共生や共助の精神がより重要になります。多様な日常
生活上の支援体制の連携・充実を図り、地域の支え合いを公的に支え、共助を公助することを通し
て、市民の生活と地域参加を支援していきます。

地域共生 ともに生き、活かし合うまちづくり２

❶ 地域共生社会・地域包括ケアシステムの確立
❷ 地域活動の活性化・つながりの強化
❸ 子育て支援の充実
❹ 持続可能な医療体制の推進

施策の方向性

具体的な施策

　本市には、魅力的な地域資源がたくさんあり、それらの魅力を引き出し、連携・協力することで、さ
らなる賑わいの創出を図るとともに、地域経済の好循環を生み出します。本市の産業を守り育てる
とともに、既存施設の計画的な利活用を図り、さらに、人、企業、施設の連携を推進することで、本市
の新たな魅力を引き出していきます。

地域資源フル活用 地域資源を活かすまちづくり３

❶ 農業の振興と担い手の確保
❷ 地域資源を活用した創業支援と企業誘致
❸ 公共交通システムの存続と多様な輸送資源の活用
❹ 道の駅を活用した地域経済の活性化
❺ 既存施設の有効活用
❻ スポーツによるまちづくり
❼ 災害等に備えた安全・安心なまちづくり

施策の方向性

具体的な施策

け  ねん せいしんえいきょう

みりょくてき

にぎ そうしゅつ こうじゅんかん
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じゃくねんそう
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安全・安心

生活安全
への対応

保健・医療
・福祉

持続可能な
医療体制

子育て
しやすい
環境づくり

安心な
福祉社会

産業振興
・就労

農林業
の振興

商工業
活性化

観光資源
の活用

まちづくり

市民力を
活かした
まちづくり

関係人口
の拡大

教育・文化
・スポーツ

未来に向けた
教育環境
づくり

生涯学習
の推進

都市基盤
・生活環境

き ばん

都市基盤
の整備

快適な
住環境の
整備

生活環境
の向上

行財政経営

市民に
開かれた
行政

持続可能な
行財政経営

角田市第６次長期総合計画 概要版

　７つの行政分野ごとに取組みをまとめた分野別施策と重点プロジェクトを有機的に連携
させながら、１０年後のあるべき都市像「市民力咲き誇る。角田市　」の実現を目指します。

具体的な取組み 分野別施策

市　　民　　力

地　域　共　生

地域資源フル活用

編集・発行　角田市 総務部 まちづくり政策課　　TEL 0224-63-2111（代表）　　https://www.city.kakuda.lg.jp/

と    し  ぞう

ゆう   き   てき

将来を見据え人を育み、活かすまちづくり
み　す

ともに生き、活かし合うまちづくり

地 域 資 源 を 活 か す ま ち づ く り
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